
“見えざる支出” を視野に入れて、『後半戦』のキャッシュフローを考える
➡『80歳までの仕事人生』を前提とすれば、これからの選択肢が見えてくる
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※ 『80歳までの仕事人生』＆「“見えざる支出” の最小・最短化」を視野に入れると、
『後半戦』のキャッシュフローは転職や／独立のほうが大きいという可能性が高まる
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現職場で70歳まで働くのもいいが、『80歳まで働く』時代では、早めに転職や／独立するのもいい。
転職では健やかに／長く活躍できる職場を選ぶ。独立（フリーランスも）では幾つになっても働ける。

―― いずれにせよ、『職業寿命』＆『健康寿命』を伸ばしていくことが決め手となる

「年金＋収入」の働き方
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社会保障の担い手不足 ―― 
国は「80歳から」としたいが、
「75歳から」受給できるだろう

“見えざる支出”（医療・介護費）

通常『健康寿命』が尽きて
しまう70代後半から

“見えざる支出”（医療・

介護費）は急増する！
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